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図①-１：地下水に関する基礎的な図面（地形） 

 

 

  

凡例名 データ名／資料名 データ／資料入手先

地形 50万分の１土地分類基本調査　地形分類図 国土交通省国土政策局国土情報課

行政界 国土数値情報　行政区域 国土交通省国土政策局国土情報課
河川 国土数値情報　河川 国土交通省国土政策局国土情報課
背景図 基盤地図情報（数値標高モデル） 国土地理院

別府地区の地形は、南北方向の海岸、西方に連

なる鶴見
つ る み

岳
だけ

（1,375m）を中心とした山々、それら

をつなぐ扇状地で特徴づけられている。 

扇状地の南側には比較的平坦な山が連なり、扇

状地との境には断層がある。 

また、扇状地の北側には丘陵がひろがり、丘陵

との境界付近にも断層が推定されている。 

なお、扇状地の南北には断層に沿って四湯ずつ

別府八
はっ

湯
とう

（後述）の温泉が分布している。 

 

[火山が作った別府の風景] 

・ 別府地区西側の鶴見
つ る み

岳
だけ

・伽藍
が ら ん

岳
だけ

は今も活動し

ている火山群であり、標高 1,000ｍを超える

山々から東側の別府湾に向かう傾斜により、

別府特有のパノラマ的な眺望景観が形成さ

れている 

・ 火山群の東麓からは、春木川や境川などの河

川が東流し、河川によって土砂が運ばれて、

扇状地が別府湾にいたるまで形成され、平坦

な地形は海沿いに限られている 

 

[別府の地形と生活との関わり] 

・ このような地形に規制され、別府へのアクセ

スポイントである鉄道駅・フェリー港などは

海沿いの低地に集中し、山沿いは高速道路の

インターがアクセスポイントとなっている 

・ したがって、扇状地斜面に点在する温泉地へ

の公共交通によるアクセスはバスが主体と

なっている 

・ また、北部および南部は丘陵地や高原となっ

ており、畑地や牧場として利用されている 

 

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、 
同院発行の基盤地図情報を使用した。 
（承認番号 平 28情使、第 6号）」 

http://beppumuseum.jp/jiten/ta.html#tsurumidake
yokosaka
タイプライターテキスト

yokosaka
タイプライターテキスト
注意！！　本資料の作成にあたっては、専門家の助言をうけておりますが、利活用にあたっては、専門家の監修を受けるようにして下さい。
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図①-２：地下水に関する基礎的な図面（地質） 

 

 

 

  

凡例名 データ名／資料名 データ／資料入手先

地質分布 20万分の1日本シームレス地質図（2009年） 産業技術総合研究所地質調査総合センター

行政界 国土数値情報　行政区域 国土交通省国土政策局国土情報課
河川 国土数値情報　河川 国土交通省国土政策局国土情報課
背景図 基盤地図情報（数値標高モデル） 国土地理院

別府地区の地質は、第四紀（現在から約 260万

年間）の火山活動によって形成されており、現在

も鶴見
つ る み

岳
だけ

・伽藍
が ら ん

岳
だけ

・由布岳の活火山の活動が継続

している。これらの火山活動は、火砕流や土石流

を伴い、坂道の多い別府扇状地の景観を形成して

いる。 

 

[断層に挟まれた別府扇状地] 

・ 別府地区の最も古い地層は、およそ 190万年

前の「観
かん

海寺
か い じ

安山岩」である 

・ また、別府扇状地は南北を断層に挟まれた

「別府－万年山断層帯」にあたり、東西方向

に多数の断層（亀川断層、鉄
かん

輪
なわ

断層、堀田
ほ り た

断

層、朝見
あ さ み

川
がわ

断層）が存在している 

 

[火山が造る別府の温泉] 

・ 鶴見
つ る み

岳
だけ

・伽藍
が ら ん

岳
だけ

方向から続くこれらの断層周

辺には多くの温泉が湧出する 

・ これらの温泉は、火山の地下に存在する「マ

グマ溜まり」を熱源とする温泉（火山性温泉）

である 

・ このような温泉や噴気地帯が多く分布する

別府地区では、地獄と呼ばれる噴気や様々な

色を呈する温泉池（血の池地獄、海地獄など）

があり、観光資源として古くから有名である 

 

[活動する火山の防災対策] 

・ 鶴見
つ る み

岳
だけ

・伽藍
が ら ん

岳
だけ

では、1974 年～1975 年にか

けての小噴石の噴出や 1995 年の泥火山の形

成、1999年の地震活動の活発化などが観察さ

れている 

・ 大分県では 2004 年に「火山防災マップ」を

作成し、これら火山災害の減災に取り組んで

いる 

 

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、 
同院発行の基盤地図情報を使用した。 
（承認番号 平 28情使、第 6号）」 




